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共感した、杜
氏のこだわりや
熱い想いが伝
わってきたなど
のご意見をい
ただきました。

　いずれも、現
地での体感を
通して新たな発
見ができ、大
変好評を得ました。今年度もこのような場を企画してまいりますの
で、ぜひご参加をお待ちしております。

「皆様の声」をお聞かせください。

FUJITSUファミリ会事務局

E-mail：

Fax：03-6252-2798
contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

●北海道　トヨタ L&F 札幌㈱
　　　　　遠軽信用金庫
　　　　　㈱エステイビジネスアシスト
●東北  　 青森情報システム㈱
　　　　　㈱ケーヒン
●信越　　北越工業㈱
　　　　　ダイドードリンコ㈱
●関東　　㈱エム・ビー・エス
　　　　　㈱ケイ・コム
　　　　　㈱ジャパンネット銀行　　　　　
　　　　　FDKトワイセル㈱
　　　　　群馬環境リサイクルセンター㈱
　　　　　ヨネックス㈱
　　　　　㈱ヨコハマタイヤジャパン
　　　　　大同生命保険㈱
　　　　　朝日生命保険相互会社 群馬支社
●東海　　扶桑工機㈱
　　　　　岡谷システム㈱
　　　　　伊賀上野ケーブルテレビ㈱
●北陸　　立山マシン㈱
　　　　　㈱北国販社
●関西　　シスメックス㈱
　　　　　近畿産業信用組合
　　　　　ジャパン・ビジネス・アシュアランス㈱
　　　　　Ｓｋｙ㈱
　　　　　播州信用金庫
　　　　　タカラ物流システム㈱
　　　　　フルタニ産業㈱
　　　　　みなとシステム㈱
　　　　　学校法人京都産業大学
●中国　　 富士ゼロックス山口㈱
●四国　　 ㈱よんやく
●九州　　 ㈱丸美屋
　　　　　東海大学付属熊本星翔高等学校
　　　　　㈱ドゥプロジェクト
　　　　　富士電通㈱
　　　　　富士電機ITソリューション㈱
　　　　   九州事業本部鹿児島支店

FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための
さまざまな情報をご提供します。

新たな発見！ 「見学・視察会」

＜静岡：中部電力　浜岡原子力発電所＞
　南海トラフ巨大地震の被害想定が発表され、津波に対する安全
性に関心が高まる中、新たな津波対策工事や訓練状況を見学しま
した。今回は特別に、稼働していない原子炉内部や建設中の防波堤
など、日頃見ることのできない場所を見せていただきました。参加
者からは、安全性に対する二重、三重の体制や、防災・減災への取
り組みが理解できたなどのご意見をいただきました。

＜三重：老舗に学ぶ経営戦略　宮﨑本店＞
　富士通三重地区ユーザー会と共催で、清酒「宮の雪」で有名な
造り酒屋を見学しました。初めに社長から、160 年以上続くのれ
んを守り続けるためのダイナミックな経営戦略についてご講演いた
だき、その後、精米所、仕込み蔵、詰口ラインなどを現場の方か
ら丁寧に解説していただきました。参加者からは、社長の講演に

2012年度、東海支部で満足度の高かった「見学・視察会」をご紹介します。

NEW FAMILY

酒造りについての説明に真剣に聞き入る参加者の皆様

（3～4月度ご入会分）

　会報担当幹事から
四国支部 　石村 進  丸住製紙㈱

 http://jp.fujitsu.com/family/sibu/toukai/支部のイチオシ！ 東海支部

　5月17日にファミリ会春季大会に合わせて、全国編集会議が開かれ
ました。その中でファミリ会の会員数は全国的に見ればやや減少気味
になっているとの話題が出ました。
　さて皆様、ファミリ会の行事に参加されていますか? 会報Familyの

「支部のイチオシ！」にも記載している通り、行事としてはICT関連のイ
ベントだけでなく、さまざまな部門の方でも参加できるような行事も
たくさん開催しています。例えば、四国支部では講師が会員様事務所
に伺う「個別出張研修」や「中堅社員のための職場リーダー研修」（宿
泊研修）など好評な行事は今年度も継続して開催予定ですし、新たに

「マネジメント力アップ」をテーマとした各種行事も企画しています。
弊社では、会の行事を人材育成の場としてかなり活用させてもらって
います。
　新たな企業や団体に勧誘を図るには、まず現会員の皆様に価値あ
る会であると思っていただくことが不可欠です。まず行事にできるだ
け多くの方にご参加いただき、その際にご意見ご要望を頂戴すること
で、より良くなるように企画を練っていきたいと思います。欲を言えば、
その上で会員様より未加入の方をご紹介いただければ幸いです。
　なお、ファミリ会秋季大会が今年は名古屋、来年は北海道、そして再
来年には四国にて開催される予定とのことです。その頃までには会員
数も増加して、より多くの方とお会いできればと
願っております。
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2013年6月4日(火)、東京・台場のホテルグランパシフィックLE DAIBAにて、
LS研総合発表会が開催されました。このイベントは研究分科会活動の1年間
の成果を会員企業の皆様と情報共有する場として毎年行われています。当日、
研究成果報告書の表彰が行われました。

● Leading-edge Systems研究 最優秀賞
　「クラウド時代の情報システム企画の進め方」

● Leading-edge Systems研究 優秀賞
　「ビッグデータの分析による情報活用手法」
　「効率的な運用保守実現に向けた企画・開発工程と運用保守工程
　との連携のあり方」

● Leading-edge Systems研究賞
　「ハイブリッドクラウドインテグレーションの適用技術」
　「システムメンテナンスにおける影響調査とリグレッションテスト手
　法の標準化」

■デザインを一新
大幅なリニューアルは約6年ぶり。目指したのは、ホームページを見た方に
「FUJITSUファミリ会」を印象づけること。
ファミリ会のベースカラーである「青」のイメージを残しつつ、流動的な印
象の動きがあるデザインに変更しました。

■初めての方にも優しいページ
トップページ左上に、ファミリ会のロゴとともに概要説明文を掲載。
初めてこのページを訪れた方にもファミリ会の趣旨をご理解いただき、興
味をお持ちいただくことにもつながります。

■ファミリ会の活動を広めるツールとして活用
春季大会や秋季大会の様子を撮影したコンテンツ掲載を予定。開催報告に
も注力し会員の方々に臨場感を味わっていただく場として提供いたします。
さらに、ファミリ会 会長からのメッセージなどを掲載し、会員以外の方にも
ファミリ会の活動を知っていただくツールとして活用していただければと思
います。

FUJITSUファミリ会 ホームページ リニューアルのお知らせ
～分かりやすい! 使いやすい! ホームページに生まれ変わります～
http://jp.fujitsu.com/family/

LS研究委員会

来年に迫ったファミリ会創立50周年を目指して、ホームページをリニューアルしていきます。
すでに新しいトップページを公開しました。今後も順次更新していきますので、ご期待ください。

今後も、各ページの基本デザインを統一するとともに、迷うことなく目
的のページにたどり着けるなど、操作性アップに向けて対応していき
ます。ぜひ、ホームページもご覧ください。

NEW
TOP PAGE

　本年度よりLS研究委員会幹事長に就任
された黒野氏は、2013年度活動方針として
「Challenging Innovation」を掲げました。これ
は、最先端ICTの利活用による経営革新への
貢献と、企業の成長と個人の成長を目指します。

黒野 幹事長

「Challenging Innovation」の「赤」には、
情熱を持ってイノベーションにチャレンジして
ほしいという想いが込められています。

LS研総合発表会2013 ＜速報＞
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明治安田システム・テクノロジー㈱　
MYソリューション統括本部

井川 祥子

中立電機㈱
管理本部 システム開発 主幹

梶浦 博志

清原㈱
情報システム部 課長

藤原 悟

パシフィックシステム㈱
サーバビジネス部 部長

山上 浩司

㈱トウ・ソリューションズ
システムソリューション部営業課

石坂 未希

日邦薬品工業㈱
管理部情報システム課 課長

鈴木 龍明

日本通運 ㈱
常務理事 ＩＴ推進部長

野口 雄志

㈱エイチ・シー・シー
代表取締役社長

藤野 博昭

丸住製紙㈱
情報システム部 部長

石村 進

マルイ農業協同組合
情報システム部長

薗畑 幸治

アットホーム㈱
情報システム部 ITプロダクツ開発室 

Bメディア開発グループ
岡嶋 友

㈱ ADEKA
情報システム部運用・管理グループ  

グループリーダー
千葉 哲

カメイ ㈱
取締役 法人営業部長

佐藤 淳

丸互 ㈱
取締役 生産本部長

竹田 洋

㈱沖縄県農協電算センター
総務企画部 部長

兼次 寿

㈱ トヨタレンタリース石川
取締役

高橋 浩一

㈱日本アクセス
理事

八代 幸雄

㈱ 中国新聞システム開発
取締役 地域IT本部 本部長

渡部 茂久

古河インフォメーション・テクノロジー㈱
企画管理部 企画チーム 採用・教育グループ

井上 香菜子

会報担当理事

会報担当幹事

編集委員

2013年度会報Family編集方針

会報担当幹事および編集委員紹介

委員長

九 州 沖 縄 LS 研四 国

副委員長

北海道 東 北 信 越 北 陸 中 国

　ファミリ会の活動内容や各種情報の会
員への提供、ならびに会員相互の交流、情
報交換の促進を目的に、会報Family（冊
子）とeふぁみり（Web）を発行する。
　会報Fami lyを主力メディアに置き、
ｅふぁみりでそれを補完する。
　活動に参加できなかった会員にも全体
の雰囲気が分かる内容とし、活動への参加
を促進する。
　読んで楽しく、ためになる会報誌を目指す。

●2012年度は、6回発行いたしました。概ね好評をいただきましたので、

　2013年度も基本的に2012年度の内容を継続します。

●会報Familyの記事構成や内容などは、2012年度を踏襲いたします。ICT

　関連を中心に文化記事や会員紹介など幅広い情報を掲載し、会員の皆

　様に興味を持っていただける誌面を目指します。

●表紙写真のテーマは、「世界遺産」から「日本の水と

　森」に変更いたします。

　2013年は国連総会で定めた「国際水協力年」にあた

　り、それを考慮して「日本の水と森」にいたしました。

●Web版のeふぁみりは、「会報Family」との連動を図り、会報としてのひろ

　がりもたせます。さらに公開サイトとすることで、会員の皆様に気軽にア

　クセスしていただくとともに、会員以外の方へのファミリ会活動のPRにも

　つなげます。

基本方針


